
平成19年度予算に係る事務事業の見直し状況

○概  要 事務事業数 項目

見直し事業数 項目  ( 57.7％) 1,430 百万円 1,200 百万円

短期見直し(H19対応) 項目 (46.9％)

うち廃止 項目  (  0.4％) 19 百万円 18 百万円

うち凍結 項目  (  0.7％) 50 百万円 34 百万円

うち再構築 項目  (  9.6％) 258 百万円 139 百万円

うち縮小 項目  (36.4％) 1,103 百万円 1,009 百万円

中長期見直し(H20以降対応) 420 項目 ( 11.0％)

○短期見直しの状況

(主な廃止項目)

よさこいタウンカード運営
利用が少なく18年度で廃止

成人式での図書券配布
所期の目的達成により18年度で廃止

旭母子ホーム運営
所期の目的達成により18年度で廃止

し尿中継場
所期の目的達成により廃止し,売却

ホームページ活用不用品交換事業
活用に乏しく廃止

市民会館運営審議会
人権施策推進本部で審議することとし,廃止

四国４市担当者会（生活福祉課）
所期の目的達成により18年度で廃止

高知県都市収入役会
所期の目的達成により18年度で廃止

土佐山青年団補助金
所期の目的達成により18年度で廃止

(主な凍結（休止）項目)

テレビ・ラジオ広報
厳しい財政状況から広報を凍結

税務広報（ＴＶスポット）
厳しい財政状況から広報を凍結

医療費通知（国民健康保険，老人医療）
通知方法等の見直しにより，19年度は休止

違法駐車防止対策事業
駐車監視員の取り締まりが開始されたため，業務委託を休止

駐車場案内システム
可動表示を休止

龍馬副読本
内容の改定時期まで学校への配本を凍結

少年スポーツ活動育成事業（スポーツ少年団交歓大会）
厳しい財政状況から公費負担を凍結

地域住民スポーツ教室
厳しい財政状況から公費負担を凍結

野外スポーツ活動推進事業（登山・カヌー教室）
厳しい財政状況から教室の開催を凍結

生涯学習教室開設
厳しい財政状況から開設に必要な備品，消耗品を凍結

文化団体等補助金
繰越金多額により凍結

△ 222

削減額(千円)

1,391    

26        

△ 735

△ 18,458

△ 1,444

△ 8,289

△ 278

△ 1,928

削減額3,818   

2,204   

16        

1,798

人件費,繰出金,投資
を除く一般財源

365      

△ 44

△ 2,835

△ 840

△ 5

△ 1,235

△ 105

△ 15,983

△ 4,850

△ 7,467

△ 1,646

△ 50

△ 713

△ 1,405



(主な再構築・縮小項目)

市史編さん事業
資料収集・分析

新土曜市
追手筋での開催を取り止め，開催方法を再検討

産業活性化融資制度
中小企業向け融資を除き，固定金利を変動金利に見直し

国民健康保険料
医療費の動向，基金保有残高から一人当たりの国保料を見直し

夏季大学
開催日数を見直し

高知市文化プラザ
駐車場の泊車料金を設定

横山隆一記念まんが館
開館時間，観覧料の見直し

公衆浴場施設整備補助
福祉基金を活用したバリアフリー化補助の創設

予算編成方法
目標額を示した経常・政策予算一体要求方式に見直し

同和対策事業
組織，随意契約，子ども会運営等の見直し

下知ポンプ場管理運営
民間委託対応に見直し

下水道使用料賦課体制の強化
非常勤特別職等の配置

防災講習会
NPO団体等に講習業務を一部委託

職員自己啓発研修助成
厳しい財政状況から公費での助成措置を見直し

公報発行業務
庁内印刷対応に見直し

インターンシップ事業
委託対応から高知商業教職員対応に見直し

各種団体等補助金

指定管理者による管理経費

○中長期見直しの取組

○職員定数の削減

・定員適正化計画の見直し

○事務事業の抜本的な改革

・ゼロベースから全事務事業を再構築

○業務プロセスの改善

・徹底的な業務のスリム化・効率化

○業務アウトソーシングの推進

・アウトソーシングの具体化の検証及び推進計画の策定

削減額(千円)

△ 2,316

( 599,880)

△ 2,219

△ 4,489

△ 4,567

(増収見込 1,785)

△ 23,735

△ 81,174

△ 2,440

△ 1,008

1,000

8,861

10,000

△ 500


